
愛知県歯科技工士会広報部リモート委員会 

 

日 時  令和４年４月 24日（日）午前１０：００～１1：００ 
場 所  オンライン（zoom） ミーティング ID: 952 8888 7586 パスコード: 109256 
 https://online-room.zoom.us/j/95288887586?pwd=aGNSQVYxZXQxanlGMWVQNkJxTUZEQT09 

 
             ＜議事内容＞ 
【広報部担当役員の紹介】 
常務理事 土井 明人（広報）     理  事  小柳克年 加藤真貴子 

 
出席者確認 【各部代表委員】（敬称略）                      
 第１地区 大川和彦    第２地区 石原 敏  第３地区 三橋裕樹    
第４地区 上田浩輝    第５地区 須田和義  第６地区 安達恭弘    
第７地区 小川賢治   

 
【広報部事業内容】 
 基本方針  
① 広報誌「愛知歯技」の編集と発行 
② ホームページの管理業務 
③ ADTAメールの運用 
④ 関係諸団体の情報収集 

 
【愛知県技工士会広報部説明】 
1． 広報取材について 
 
2． 愛知歯技について 

 
3.    ホームページについて 
 
4.  ADTAメールの登録方法 
 
５.   Zoomについてのお願い 
 
６.  その他 
 



 



 

 

 



 

２０２２年度 原稿スケジュール 
 

 原稿月 原稿入稿締切 
原稿
校了 

印刷・製
本 

発行 

春号 ３・４・５月号 ４月２５日 

２週
間程
度 

３日間程
度 

５月２０日 

夏号 ６・７・８月号 ７月２５日 ８月２０日 

秋号 
９・１０・１１月

号 
１０月２５日 １１月２０日 

冬号 １２・１・２月号 １月２５日 ２月２０日 

【原稿の流れ】 15 日には日技に届けなくてはならないので、基本的には、行月の前月
25日までに原稿入稿し「入稿後１週間程度で初校出し、校了までに１週間程度 校了後製
版・印刷・製本に 3日間頂き、13日には日技へ発送という工程になります。(休日などで
流動的） 

 
 

A D T A メール、ホームページの登録方法について 
 

 

“初めてのサイト登録の方はこちら”  から登録して下さい。会員番号  (日本歯科技工

士会歯科技工士生涯研修カードもしくは愛知県歯科技工士会会員名簿に記載されている番

号)日本歯科技工士会に入会されていない会員の方は  006480 と入力して下さい。 

 

7愛　知　歯　技

◉ 第1地区（半田） ……………… 大川　和彦

手形イベント
　６月５日（日）東海市しあわせ村で手形イベン
トが行われました。今年も盛況で308人来場いた
だきました。普段のデスクワークでは、触れ合う
事の少ない仕事ですが、このような機会の中で、
小さなお子さまの成長を石膏で形を取り、思い出
を残す事ができ、素敵な時間を過ごせたと思いま
す。継続的に続けていき、地域に貢献していきた
いと思います。

地区だより地区だより

１：  ADTAメール会員登録をしたいご自分のモバイルで
２： 登録用QRコードを読み取る。又は（adta@posh.jp）

に空メール（宛先・件名を入れずに）を送る（カー
ソルの点滅のところで改行、又はreturn をクリック
し送信ボタンをクリック）と自動的にメールが返っ
てきます。アドレス部分をクリックすると “ご入会
方法” の画面が返ってきます。

３：  「説明」「入会規約」を確認して「入会する」をクリック。
各項目に応えて「登録」

４：  登録内容の確認をして間違いがなければ「登録」を
クリック。

５：登録完了通知画面が送られてくる。

会員全員が登録する事によって
効果も期待できるものですので
皆様のご協力が不可欠です！ 登録用

ＱＲコード

（ ）“ADTAメール”（モバイル連絡システム）
― 会員全員の登録作業をお願いいたします！！―



 

ZOOMについてのお願い 
 
 

時間厳守 • 5～10 分前にログオンし、その時間を使って、技術的な問
題を解決する。マイクとスピーカーをテストしておく事 

参加者名 受講時にWeb会議のユーザー名表記を所属地区名とフルネー
ムにする事 （例）第一地区 土井明人 
 

カメラをオン 可能な限り、ビデオやカメラをオンにして、ミーティング
に参加する事 （２回以上の受講確認するため） 
 

ミュート（消音）設定 入室時にはマイクをミュート（消音）に設定しておく事 
 

カメラの方を向く プレゼンテーションを行う場合でも質問する場合でも、話
す際は使っているカメラの方を向くようにする事 
 

参加していることの自覚 ミーティング中に他の作業はしないようにする事 

チャット機能 話を邪魔せずに意見を出したり、質問をしたいときに利用す
る事 

話し終えたときの合図 自分が話し終えたときは、「以上です」「ありがとうござ
います」などと言って、他の参加者に知らせる事 
 

 
 


